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ANurnerical　simulation 　model 　is　presented　to　describe　the　expansion 　and 　destruction　ofriparian 　vegetation 　on 　sandbar ．
血 enumcdcal に sts　ofthe 　change 　ofthe 　vegemtion 鵬 a　on 　sandb 缸 s 鷹 perforrned　at　downs 嘸 rn　area 　of 　Yahagi　river

under 　2　different　discharge　conditions： onc 　is　the　condition 　fbr　river 　discharge　a食er 　dam 　construction，
　and 　another

condition 　is止 e　now 　discharge　be沁 re 伽 constmction ．　The　result 　 of 　the　 numerical 　 simulations 　 show 　that　the

vegetation 　 area 　 on 　the　 sandbars 　tends　to　increase　 under 　the　discharge　 condition 　 after　dam 　 construction 　and 　the

vegetation　arca 　is　expected 　to　decrease　under 　the　condition　befbre　dam　cons蜘 ction．

1．は じめに

　近年多くの 河川で，ダム 建設に よる流量調節に伴う流 況の 平滑

化や，ダム 上流で の堆砂や河道で の 砂利採取に よる供給土砂の 減

少が 起 こっ て い る．その 結果 ， 河床が 安定化 し，植生が 破壊 され

る頻度が減少 した ために河道内樹林化が進行 して い る．植生が繁

茂する と，砂州生態系を変質させ る とともに，河積断面の 減少に

よる洪水時の 水位上昇を招 くとい っ た現 象が生 じる こと もあ り，

植 生が河川 に与 える影 響は大 きい ．

　 したが っ て，ダ ム建 設な どの 河川整備に よ る 流況変化に 対応 し

た河 道内樹林化 を予測す る ことは重要で あ る．本 研究で は，植生

の 生長特性
・
植生 域拡大／破壊を組み込んだプ ロ グ ラム を作成 し，

ダム 建設前 と後の 2 流況 を用い た 流れ解析を行い ，流況 の 違い が

河道内樹林化に与える影響につ い て考察する．

2 ．解析方法

矢作川 は，1971年 に建設 され た矢1乍ダム の 影 響 で流況 が平滑化

して お り，近年，樹林化傾 向に ある 河川 で あ る．そ こ で，矢作川

の 13〜20  を対象として，矢作ダム 建設前と後の 流況を用い た数

値計算を行 い 植生域の 変遷 を予測する．

　 計算プ ロ グラ ム は，一般曲線座標系を用い た非定常 2 次元流れ

場の 解析Wi｝
に，  植生の 生長，  植生域 の 拡大，（蹴 れに対す

る植 生抵抗，  植生 の破壊を組み込ん だ もの を用い た．植 生の 生

長に つ い て は，解析対象域に生息するツ ル ヨ シ を想定 し，一
定の

成長速度で 2年 間生長 し，その 後，生長 が停止す る もの と した．
植生域の拡大 に っ い て は，航空写真か ら判読 した植 生 面積の 拡大

速度に基づ い て，面積拡大速度を与えた．植生の 抵抗 につ い ては，
抵抗係数を用い てモ デル 化 し与 えた．植生 の 破壊につ い て は，植

生の 繁 茂域の 土砂 が限界掃 流力 を超 えた場合に破壊が 生 じ る もの

と仮定 した．

　地形は ， 2000年 の横断 地形データを元 に作成 し，初期値生位置

は，2001年の 航空写真
のか ら判断 した もの を与えた．流況データ

は 矢作ダム建設前 ・後 と同 じ特性 （平 均，標準偏差〉を持ち，流

況波形が等 しくなるよ うに 20 年分の 流況 を作成 し，数値計算を行

っ た．

3．解析結 果

Fig．1は計算区間全域におけ る 20年間の 植生バ イ オマ ス の変化

を示 した もの で ある．年最大流量が 100em3tsを超 える よ うな大流

量が 起 こ っ た年 は植 生 が破 壊 され，それ 以 下の 流 量の 年 で は植 生

域が拡大 する結果 となっ た．ダム 建設前の 流況と後の 流況で の 計

算結果を比較する と，計算開始 よ り4 年 目か ら 18年 目の 間，ダム

建設後 の 流況 では植 生域は拡大 してい く傾 向が あるが，ダム 建設

前の 流況 で は，同期間に拡大 と破壊が同程度の 割合で 起こ り植生

域は拡大 しない 傾向にあるこ とが わかっ た．つ ま り，矢作ダム が

建設 され な けれ ば矢作川 の 樹林化は進行 しなか っ た とい える．

4 ．おわりに

　今回，植 生域拡大 に関 して は，現存する植生域の拡大の みを考

えたが，実際は種子の散布に より新たな植生が発生す る．植生生

長 に 関して も比高， 粒 径な どの 物理 特性 の 違い によ り，場所 に よ

っ て生長特陸が異なる と思 われ る．これ ら生物的要素を加 え られ

れば よ り精度の 高い 予測が行えるで あろう．また，実際の 河川

で は，植生域の 拡大 と同時に地形が変化 してい る．今後は本プロ

グラム に移 動床 理論 を加 え，植 生 が地形変化に 与 え る影響，地形

変化が植生域拡大 に 与え る影響を解明 して い く予 定で あ る．
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Fig．1Ternpo【al　variation　ofvegetation 　biomass
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